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現
代
中
国
の
書
家
二
十
人
を
紹
介
す
る
不
定
期
連
載

か
つ
て
趙
之
謙
や
呉
昌
碩
が
活
躍
し
た
中

国
・
上
海
─
─
。
現
在
、
そ
の
「
海
派
」

の
書
壇
・
画
壇
・
印
壇
で
、
最
も
輝
か
し

い
影
響
力
を
放
つ
存
在
が
韓
天
衡
氏
で
あ

る
。
新
し
い
篆
書
書
風
「
草
篆
」
を
完
成

さ
せ
、
斬
新
な
印
風
を
確
立
。
画
風
も
ま

た
古
今
に
例
を
見
な
い
。
八
〇
年
代
か
ら

韓
氏
と
親
交
を
結
ぶ
郭
同
慶
氏
が
上
海
の

韓
天
衡
美
術
館
に
て
取
材
し
た
。 （
編
集
部
）

中
国
当
代
書
家
二
十
人

第
10
回

か
ん
・
て
ん
こ
う

一
九
四
〇
年
、
上
海
に
生
ま
れ
る
。
斬
新
な
作
風
の
書
画
印

に
よ
り
、
書
壇
・
画
壇
・
印
壇
を
席
巻
。
一
九
八
四
年
、
上

海
中
国
画
院
副
院
長
に
就
任
（
二
〇
〇
〇
年
ま
で
）。
著
書
お

よ
び
作
品
集
は
、
百
四
十
冊
を
超
え
る
。
現
在
、
上
海
中
国

画
院
顧
問
、
上
海
市
書
法
家
協
会
首
席
顧
問
、
西
泠
印
社
副

社
長
、
中
国
芸
術
研
究
院
中
国
篆
刻
芸
術
院
名
誉
院
長
、
上

海
韓
天
衡
文
化
芸
術
基
金
会
理
事
長
、
上
海
韓
天
衡
芸
術
教

育
基
地
（
学
校
）
校
長
、
上
海
呉
昌
碩
芸
術
研
究
協
会
会
長
、

上
海
呉
昌
碩
記
念
館
館
長
、
中
国
石
彫
博
物
館
館
長
な
ど

韓
天
衡

取
材
・
文
／
郭
同
慶

監
修
／
蘇
士
澍

中
国
書
法
家
協
会
主
席
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《
誨
人
不
厭
》

2018年

《
胸
有
聖
人
》

2017年

《
如
意
》

2019年

す
べ
て
原
寸
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腕
白
少
年
が
貴
人
に
出
会
う

　

本
名
は
振
権
で
あ
り
、「
天
衡
」
は
篆
刻
の
師
よ
り
授
け
ら
れ

た
。
韓
天
衡
氏
は
一
九
四
〇
年
に
上
海
の
象
牙
豪
商
の
家
に
生

ま
れ
た
。
父
親
の
鈞
銘
公
は
日
本
、
韓
国
、
南
洋
の
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
ま
で
手
広
く
象
牙
の
商
売
を
順
調
に
営
ん
で

い
た
が
、
一
九
三
七
年
に
日
中
戦
争
が
勃
発
し
、
城

じ
ょ
う

隍こ
う

廟
に
あ
っ

た
象
牙
店
や
倉
庫
が
す
べ
て
空
襲
で
灰
燼
に
帰
し
た
。
一
家
は

一
夜
の
う
ち
に
平
民
に
な
り
、
父
親
が
家
に
い
る
時
間
が
増
え
、

よ
く
子
供
の
書
写
を
見
て
く
れ
た
。
天
衡
少
年
は
屋
根
の
上
で

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
す
る
ほ
ど
腕
白
で
あ
り
な
が
ら
、
四
歳
で
習

字
、
六
歳
で
篆
刻
に
触
れ
合
い
始
め
た
。
父
が
家
に
い
れ
ば
、

父
が
書
い
た
手
本
を
元
に
、
よ
く
姉
と
兄
と
天
衡
の
三
人
兄
弟

に
競
書
さ
せ
た
。
よ
く
書
け
た
と
き
に
は
父
が
褒
め
て
く
れ
た

の
で
、
幼
い
天
衡
は
書
画
に
対
す
る
意
欲
や
自
信
を
芽
生
え
さ

せ
、
負
け
ず
嫌
い
と
い
う
性
格
も
鍛
え
ら
れ
た
。

　

太
平
洋
戦
争
が
終
了
し
た
翌
年
、
六
歳
の
天
衡
少
年
は
家
に

あ
る
印
材
を
遊
び
で
刻ほ

り
込
ん
で
み
た
。
思
わ
ず
印
刀
が
滑
っ

て
左
手
を
深
く
刺
し
た
。
切
口
は
広
く
深
い
。
血
だ
ら
け
だ
っ

た
。
母
親
が
仏
壇
に
あ
っ
た
線
香
灰
を
傷
口
に
捲
き
、
布
で
切

り
傷
口
を
縛
り
付
け
て
く
れ
た
。
幸
運
な
こ
と
に
炎
症
は
起
き

ず
、
二
カ
月
で
治
っ
た
。
し
か
し
、
傷
跡
は
七
十
数
年
を
経
た

今
で
も
よ
く
分
か
る
。
普
通
の
子
供
で
あ
れ
ば
、
お
そ
ら
く
印

刀
が
嫌
い
に
な
っ
た
は
ず
だ
が
、
天
衡
少
年
は
「
血
債
要
用
血

来
還
」（
血
の
債
務
は
血
で
返
せ
）
と
内
心
で
叫
び
、
必
ず
印
刀

を
思
う
ま
ま
に
扱
え
る
よ
う
に
な
る
と
決
心
し
た
。
こ
の
「
流

血
事
件
」
が
「
篆
刻
巨
人
」
に
至
る
人
生
の
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　
書
壇
・
画
壇
・
印
壇
の
巨
匠

　

日
本
人
に
最
も
馴
染
み
の
あ
る
巨
匠
、
趙
ち
ょ
う

之し

謙け
ん

や
呉ご

昌し
ょ
う

碩せ
き

は
、
近
代
上
海
の
書
壇
・
画
壇
・
印
壇
の
領
袖
で
あ
っ
た
。
中

国
で
は
一
般
的
に
上
海
の
書
画
を
「
海
派
」、
北
京
は
「
京
派
」、

南
京
は
「
金
陵
派
」、
西
安
は
「
長
安
派
」、
広
東
は
「
嶺
南
派
」

と
称
す
。「
海
派
」
を
前
期
、
後
期
、
そ
し
て
当
代
と
三
つ
に
分

け
て
い
え
ば
、
今
回
紹
介
す
る
の
は
、
ま
さ
に
当
代
海
派
の
書

壇
・
画
壇
・
印
壇
の
巨
匠
で
あ
り
、「
新
座
主
」
の
韓
天
衡
氏
で

あ
る
。
ち
な
み
に
、
前
期
は
任
伯
年
や
趙
之
謙
、
虚
谷
ら
、
後

期
は
呉
昌
碩
、
王
一
亭
、
そ
し
て
清
朝
の
「
遺
老
」
で
あ
る
沈

曽
植
、康
有
為
、李
瑞
清
ら
が
代
表
で
あ
る
。
当
代
に
は
劉
海
粟
、

王
个
簃
、
謝
稚
柳
、
陸
儼
少
、
程
十
髪
、
王
蘧
常
、
白
蕉
、
錢

君
匋
ら
の
巨
匠
が
い
た
。
今
日
、
国
内
外
で
影
響
力
が
最
も
大

き
い
突
出
し
た
存
在
は
、
韓
天
衡
氏
し
か
い
な
い
。

　

今
年
の
早
春
、
上
海
市
西
北
部
に
あ
る
韓
天
衡
美
術
館
を
訪

ね
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
の
老
友
・
韓
天
衡
氏
を
取
材
、
そ
の

場
に
は
韓
夫
人
・
応
麗
華
女
史
や
新
任
館
長
・
顧
工
氏
も
同
席

し
た
。

　

日
本
に
多
く
の
知
人
・
友
人
、
そ
し
て
門
人
を
持
つ
韓
天
衡

氏
は
、
現
在
、
上
海
中
国
画
院
顧
問
、
上
海
市
書
法
家
協
会
首

席
顧
問
、
西
泠
印
社
副
社
長
、
中
国
芸
術
研
究
院
中
国
篆
刻
芸

術
院
名
誉
院
長
、
上
海
韓
天
衡
文
化
芸
術
基
金
会
理
事
長
、
上

海
韓
天
衡
芸
術
教
育
基
地
（
学
校
）
校
長
、
上
海
呉
昌
碩
芸
術

研
究
協
会
会
長
、
上
海
呉
昌
碩
記
念
館
館
長
、
中
国
石
彫
博
物

館
館
長
な
ど
の
公
職
を
兼
務
し
て
い
る
た
め
、
八
十
歳
の
高
齢

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
超
多
忙
の
日
々
を
こ
な
し
て
い
る
。

輝
く
海
派
の
新
座
主 

韓
天
衡

青
少
年
期
は
ほ
ぼ
毎
日
石
を
い
じ
り
、
印
床
が
な
く
て
も
印
稿

を
作
ら
な
く
て
も
何
に
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
篆
刻
に
と
こ
と

ん
没
頭
し
た
。

　

同
年
、
韓
天
衡
は
南
市
区
（
上
海
市
）
の
小
学
校
に
入
学
。

旧
制
小
学
校
の
先
生
た
ち
は
国
語
に
優
れ
、
硬
筆
・
軟
筆
を
問

わ
ず
、
書
写
が
得
意
だ
っ
た
。
子
供
た
ち
に
も
書
写
を
念
入
り

に
指
導
し
た
。
書
写
の
宿
題
と
し
て
必
ず
毎
日
、
支
給
さ
れ
た

二
冊
の
交
代
用
ノ
ー
ト
を
交
互
に
提
出
し
て
い
た
。
顔
真
卿
と

柳
公
権
の
書
を
手
本
に
一
ペ
ー
ジ
に
十
六
文
字
を
書
き
、
天
衡

少
年
は
常
に
十
六
個
の
丸
印
を
も
ら
い
、
二
重
の
丸
印
を
入
れ

る
と
二
十
数
個
の
丸
印
を
よ
く
も
ら
っ
た
の
で
、
ク
ラ
ス
で
一

番
優
秀
だ
っ
た
。
隣
の
ク
ラ
ス
に
い
た
習
字
が
得
意
な
生
徒
が

よ
く
天
衡
少
年
を
指
名
し
、
丸
印
の
数
を
競
べ
合
っ
た
。
負
け

た
方
が
そ
の
負
け
た
数
だ
け
鼻
先
を
擦こ

す

ら
れ
る
の
だ
。
相
手
は

い
つ
も
鼻
先
を
真
っ
赤
か
に
し
て
、
落
胆
し
て
帰
っ
て
行
く
。

そ
れ
で
も
よ
く
ノ
ー
ト
を
持
参
し
、
勝
負
を
挑
み
に
く
る
相
手

が
い
た
そ
う
だ
。

　

天
衡
少
年
は
、
国
語
や
作
文
が
得
意
で
あ
る
一
方
、
数
学
、

物
理
、
化
学
お
よ
び
英
語
に
は
無
関
心
で
、
書
画
や
篆
刻
に
だ

け
好
奇
心
旺
盛
だ
っ
た
。
鄭
竹
友
先
生
が
、
天
衡
少
年
の
啓
蒙

の
師
に
な
っ
た
の
は
そ
の
頃
で
あ
る
。
静
安
区
成
都
通
り
に
住

む
同
級
生
の
自
宅
が
鄭
先
生
宅
と
隣
同
士
で
、
天
衡
少
年
は
そ

の
同
級
生
と
一
緒
に
鄭
先
生
を
訪
ね
、
入
門
を
果
た
し
た
の
で

あ
る
。

　

張
大
千
の
常
用
印
を
刻
し
た
印
壇
の
巨
匠
・
陳
巨
来
（
一
九
〇 

四
─
一
九
八
四
）
は
、そ
の
著
書
（『
安
持
人
物
瑣
憶
』）
の
中
で
、

「
書
画
の
贋
作
づ
く
り
の
三
人
の
達
人
（
湯
臨
沢
、
周
竜
昌
、
鄭

竹
友
）」
と
し
て
言
及
し
て
い
る
。
書
と
画
の
両
者
に
優
れ
た
表

現
力
を
持
つ
鄭
先
生
は
、
天
衡
少
年
に
各
種
碑
帖
の
臨
書
方
法

を
指
導
し
、
梅
、
蘭
、
竹
、
菊
な
ど
を
描
く
筆
遣
い
も
教
え
込

ん
だ
。
鄭
先
生
宅
に
三
年
間
通
い
、
稽
古
を
受
け
る
と
同
時
に
、

鄭
先
生
の
古
書
画
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
贋
物
制
作
の
様
子
も
目
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に
焼
き
つ
け
た
。
鄭
先
生
の
影
響
で
古
書
画
や
古
美
術
の
蒐
集

に
対
す
る
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
家

系
や
血
筋
（
象
牙
豪
商
家
の
出
身
）
も
あ
る
が
、
後
に
海
派
書

画
界
で
も
随
一
の
収
蔵
家
に
な
っ
た
韓
天
衡
氏
の
蒐
集
人
生
は
、

こ
の
十
代
後
半
頃
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

ち
な
み
に
、
卓
越
し
た
技
術
を
持
つ
鄭
先
生
は
、
一
九
五
八
年

に
周
恩
来
首
相
の
指
名
で
北
京
故
宮
博
物
院
修
復
部
の
責
任
者

に
な
り
、
国
の
た
め
に
立
派
な
仕
事
を
幾
つ
も
こ
な
し
た
。
特

に
米
芾
《
苕
溪
帖
》
の
修
復
に
天
下
一
の
腕
を
ふ
る
い
、
文
化

財
保
護
に
大
い
に
貢
献
し
た
。
日
本
で
も
馴
染
み
の
中
書
協（
中

国
書
法
家
協
会
）
の
元
副
主
席
・
劉
炳
森
氏
（
一
九
三
七
─
二
〇 

〇
五
）は
大
学
卒
業
後
に
故
宮
博
物
院
に
入
り
、鄭
先
生
に
就
き
、

韓
天
衡
氏
と
兄
弟
弟
子
に
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
文
系
各
科
目
が
得
意
で
書
画
に
夢
中
の
天
衡
少

年
は
、
数
学
・
物
理
・
英
語
な
ど
に
は
興
味
が
持
て
ず
、
大
学

は
諦
め
て
十
六
歳
で
国
営
上
海
第
六
綿
紡
績
工
場
に
就
職
し
、

品
質
検
査
室
の
検
査
員
職
に
就
い
た
。
仕
事
は
難
し
く
な
い
が
、

勤
務
時
間
が
長
い
。
五
〇
年
代
の
後
半
よ
り
、
経
済
「
大
躍
進
」

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
政
府
の
主
導
に
よ
り
実
行
さ
れ
、「
十
五
年

間
で
英
国
を
追
い
越
そ
う
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
従
っ
て
全

国
民
が
日
夜
動
員
さ
れ
、「
奮
闘
」
し
た
の
で
あ
る
。
紡
績
工
場

が
最
も
期
待
さ
れ
る
業
種
だ
っ
た
の
で
、
天
衡
少
年
は
毎
晩
残

業
で
三
、四
時
間
ほ
ど
し
か
睡
眠
で
き
ず
、
大
好
き
な
書
画
を
楽

し
む
時
間
も
な
か
っ
た
。
も
は
や
書
画
家
に
な
る
夢
は
破
れ
る131×65　2016年

草
篆
《
十
六
字
令
》（
毛
沢
東
）

山　

駃
馬
加
鞭
未
下
鞍　

驚
回
首　

離
天
三
尺
三
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と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

第
一
に
、近
く
に
印
壇
の
巨
匠
が
住
ん
で
い
た
。一
九
六
一
年
、

駐
屯
地
・
温
州
に
在
住
し
て
い
た
印
壇
の
巨
匠
・
方
介
堪
先
生

（
一
九
〇
一
─
一
九
八
七
）
に
入
門
し
、「
天
衡
」
を
授
け
ら
れ
、

以
降
、
篆
刻
・
書
画
で
は
本
名
で
は
な
く
「
韓
天
衡
」
と
名
乗

る
よ
う
に
な
っ
た
。
方
先
生
の
指
導
の
も
と
、
秦
漢
代
の
官
印

か
と
思
い
始
め
た
頃
、
人
民
解
放
軍
が
上
海
で
徴
兵
す
る
チ
ャ

ン
ス
が
到
来
。
文
書
部
門
配
属
の
可
能
性
も
知
っ
て
、
喜
ん
で

入
隊
し
た
。

　

人
民
解
放
軍
海
軍
の
温
州
水
警
区
輸
送
中
隊
に
配
属
さ
れ
た
。

徴
兵
さ
れ
た
兵
士
の
大
多
数
は
農
村
出
身
で
、
読
み
書
き
す
ら

で
き
な
い
者
も
相
当
数
い
た
。
一
方
、
天
衡
少
年
は
書
画
は
も

ち
ろ
ん
作
文
も
得
意
だ
っ
た
の
で
、
文
書
部
門
の
担
当
と
し
て

大
活
躍
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
兵
役
生
活
も
十
年
間
が
経
過
し
、

義
務
徴
兵
制
度
下
に
お
け
る
兵
役
歴
の
最
長
者
に
も
な
っ
た
。

こ
の
十
年
間
は
時
間
も
あ
り
、
書
画
の
勉
強
も
進
ん
だ
。

　

韓
天
衡
氏
が
印
壇
の
第
一
人
者
に
な
っ
た
理
由
と
し
て
、
時

間
以
外
に
さ
ら
に
二
つ
、
客
観
的
な
良
い
環
境
に
恵
ま
れ
た
こ

150×76　2017年

行
書
《
揚
州
平
山
堂
聯
句
》

銜
遠
山　

吞
長
江　

其
西
南
諸
峰
嶺
壑
尤
美　

送
夕
陽　

迎
素
月　

當
春
夏
之
交
草
木
際
天
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他
に
も
新
星
・
韓
天
衡
氏
の
誕
生
で
、
各
方
面
か
ら
讃
美
や

激
励
が
寄
せ
ら
れ
た
が
、
注
文
を
付
け
た
先
輩
も
い
た
。
師

の
従
兄
弟
で
あ
る
上
海
書
法
家
協
会
副
主
席
・
方
介
疾
先
生

（
一
九
二
二
─
二
〇
〇
一
）
だ
。
介
疾
先
生
は
韓
天
衡
に
対
し
て

秦
漢
風
の
古
典
派
印
章
を
十
分
に
よ
く
で
き
て
い
る
こ
と
は
評

価
し
た
上
で
、
印
風
の
変
化
を
求
め
た
。
韓
天
衡
氏
は
考
え
た

末
、
篆
刻
の
変
革
は
、
篆
書
か
ら
始
ま
ら
な
い
と
い
け
な
い
と

悟
っ
た
。
韓
天
衡
氏
は
、
秦
で
は
な
く
漢
の
篆
書
、
石
碑
の
題

額
の
篆
書
、
漢
の
磚せ

ん

、
漢
の
瓦が

当と
う

に
着
眼
し
、
収
集
し
始
め
た
。

十
二
年
間
を
か
け
て
、
そ
れ
ら
の
エ
キ
ス
を
有
効
に
生
か
し
た
、

個
性
が
鮮
明
で
か
つ
奔
放
な
篆
書
書
風
が
完
成
し
、
書
壇
は
そ

れ
を
「
草
篆
」
と
呼
ぶ
。
ま
た
、「
草
篆
」
や
漢
印
の
「
鳥

ち
ょ
う

虫ち
ゅ
う

篆
」

を
、
美
し
く
ア
レ
ン
ジ
し
た
姿
で
篆
刻
に
取
り
入
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
斬
新
な
印
風
も
出
来
上
が
っ
た
。
す
ぐ
さ
ま
爆
発
的

な
人
気
を
得
た
。

　

書
画
・
篆
刻
の
大
家
で
あ
る
鄭
竹
友
、
方
介
堪
、
陸
維
釗
、

方
介
疾
ら
は
、
青
少
年
期
の
韓
天
衡
氏
を
育
て
上
げ
た
貴
人
・

恩
人
な
の
で
あ
る
。

　
印
を
手
に
師
や
友
と
交
流

　
『
論
語
』
に
「
文
を
以
て
友
を
会
す
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、

韓
天
衡
氏
は
印
を
持
参
し
、
数
多
く
の
師
や
友
と
交
流
し
た
。

数
え
れ
ば
八
十
人
を
超
え
る
書
画
の
大
家
た
ち
が
、
韓
氏
の
丹

念
な
印
作
を
愛
用
。
北
京
の
巨
匠
・
李
可
染
氏
も
そ
の
一
人
で

あ
る
。
韓
天
衡
氏
は
李
画
伯
宅
で
、
言
わ
れ
た
通
り
の
印
文
で

三
十
分
も
か
か
ら
ず
に
刻
り
上
げ
、
画
伯
や
同
席
し
た
書
壇
の

関
係
者
た
ち
を
驚
か
せ
た
。

　

上
海
で
は
、
方
介
堪
師
の
紹
介
状
を
持
参
し
、
上
海
画
壇
の

重
鎮
で
上
海
博
物
館
の
権
威
・
謝
稚
柳
氏
（
一
九
一
〇
─
一
九 

九
七
）
や
上
海
中
国
画
院
院
長
代
理
・
唐
雲
氏
（
一
九
一
〇
─
一 

九
九
三
）を
訪
問
し
、両
巨
匠
に
そ
れ
ぞ
れ
十
顆
の
印
を
刻
っ
た
。

篆
刻
か
ら
始
ま
っ
た
縁
で
、
謝
稚
柳
先
生
に
書
画
で
入
門
し
た
。

や
明
清
各
派
各
家
の
代
表
的
な
篆
刻
作
品
の
模
刻
は
日
課
だ
っ

た
。
入
隊
前
後
を
合
わ
せ
れ
ば
、
三
千
顆
の
大
台
を
超
え
る
数

を
刻
り
続
け
た
。

　

第
二
に
、
近
く
に
印
材
の
産
地
が
あ
っ
た
。
駐
屯
地
の
西
に

天
下
一
の
良
質
印
材
・
青せ

い

田で
ん

石
の
産
地
・
青
田
県
が
あ
っ
た
。

青
田
石
は
寿じ

ゅ

山ざ
ん

石
、
巴ぱ

林り
ん

石
、
昌
し
ょ
う

化か

石
と
合
せ
て
「
四
大
印
材
」

と
い
わ
れ
、
か
つ
そ
の
長
で
あ
る
。
産
地
の
工
場
に
直
接
足
を

運
び
、
か
な
り
の
低
価
格
で
大
量
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

だ
が
、
ヤ
ス
リ
は
安
く
な
い
た
め
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
床
面
で

石
を
削
っ
た
そ
う
だ
。

　

成
功
の
三
要
素
「
天
の
時
」「
地
の
利
」「
人
の
輪
」
が
揃
っ

た
韓
天
衡
氏
は
、印
壇
・
書
壇
の
人
々
と
積
極
的
に
触
れ
合
っ
た
。

　

一
九
六
二
年
、
同
じ
く
温
州
出
身
の
書
法
大
家
・
馬
公
愚
先

生
（
一
八
九
〇
─
一
九
六
八
）
に
書
道
で
入
門
、
ま
た
方
介
堪

師
の
引
き
合
わ
せ
で
、呉
昌
碩
の
一
番
弟
子
の
王
个
簃
氏
（
一
八 

九
七
─
一
九
八
八
）
や
朱
屺
瞻
氏
（
一
八
九
二
─
一
九
九
六
）

を
訪
問
し
、
い
ろ
い
ろ
と
教
わ
っ
た
。

　

一
九
六
三
年
は
、
二
十
三
歳
の
韓
天
衡
氏
に
と
っ
て
特
別
な

年
だ
っ
た
。
ま
ず
は
、
温
州
市
民
書
法
展
に
入
選
。
さ
ら
に
新

中
国
の
誕
生
か
ら
十
四
年
目
に
し
て
よ
う
や
く
復
活
し
た
西
泠

印
社
が
主
催
し
た
最
初
の
篆
刻
展
覧
展
で
、
韓
天
衡
氏
の
印
作

が
特
別
に
入
選
し
た
の
だ
。
二
十
三
歳
の
韓
天
衡
氏
の
印
風
は
、

印
社
内
外
で
高
く
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
時
の
名
教
授
、
中
国
美
術
学
院
（
当
時
は
浙
江
美
術

学
院
）
の
書
法
専
攻
科
創
設
に
尽
力
し
た
陸
維
釗
氏
よ
り
、
面

識
の
な
い
若
手
印
人
・
韓
天
衡
氏
に
書
簡
が
届
い
た
。
文
面
は

評
価
や
激
励
、
と
同
時
に
期
待
も
込
め
ら
れ
て
い
た
。
と
い
う

の
は
、
戦
後
の
経
済
の
急
速
発
展
に
伴
い
、
文
化
も
大
き
く
発

展
し
た
日
本
の
篆
刻
界
で
、
一
部
な
が
ら
尊
大
ぶ
る
風
潮
が
台

頭
し
始
め
た
と
い
う
の
だ
。
そ
し
て
、
ぜ
ひ
韓
君
の
よ
う
な
若

手
印
人
に
頑
張
っ
て
も
ら
い
、
中
国
篆
刻
の
実
力
や
発
展
を
日

本
の
印
人
た
ち
に
見
せ
て
ほ
し
い
と
続
い
た
。

　

人
民
解
放
軍
で
は
一
般
的
に
服
役
は
三
年
間
だ
が
、
韓
天

衡
氏
は
同
駐
屯
地
の
最
長
で
、
服
役
歴
十
年
に
も
達
し
た
。

一
九
六
八
年
に
退
役
。
本
来
は
、
韓
天
衡
氏
の
実
力
や
知
名
度

か
ら
す
れ
ば
、
書
画
関
係
の
機
構
や
団
体
に
容
易
に
再
就
職
が

で
き
る
は
ず
だ
っ
た
が
、
文
化
大
革
命
期
間
中
で
、
文
芸
界
は

毎
日
の
よ
う
に
「
闘
争
・
批
判
・
改
造
」
の
運
動
を
盛
ん
に
行
い
、

新
人
や
中
途
の
採
用
は
な
か
っ
た
。
韓
天
衡
氏
は
市
水
道
局
共

産
党
委
員
会
秘
書
課
に
配
属
さ
れ
、
そ
こ
で
文
筆
の
腕
を
ふ
る

い
、
瞬
く
間
に
大
黒
柱
に
な
っ
た
。
党
の
幹
部
と
も
厚
い
信
頼

関
係
を
構
築
し
、
上
司
は
韓
天
衡
氏
の
書
画
印
の
活
動
を
応
援

し
て
く
れ
た
。
一
九
七
八
年
ま
で
の
十
年
間
は
水
道
局
職
員
で

あ
り
な
が
ら
、
故
郷
に
戻
っ
た
韓
天
衡
氏
は
、
上
海
の
各
種
書

画
印
の
団
体
活
動
に
活
発
に
参
加
し
、
大
家
と
の
親
交
も
深
め

て
い
っ
た
。

　

ま
ず
は
、陸
儼
少
画
伯
（
一
九
〇
九
─
一
九
九
三
）
と
の
親
交
。 

七
二
年
頃
、
上
海
中
国
画
院
も
文
革
の
被
害
を
回
避
で
き
ず
、

山
水
画
の
重
鎮
た
ち
は
、
同
院
の
若
手
画
師
や
造
反
隊
員
た
ち

に
精
神
・
肉
体
の
両
面
よ
り
激
し
く
攻
撃
さ
れ
た
。
陸
先
生
の

書
画
に
対
す
る
崇
拝
に
よ
り
、
韓
天
衡
氏
は
こ
の
苦
難
の
時
期

に
密
か
に
陸
先
生
の
精
神
面
や
生
活
面
を
支
え
た
。
陸
画
伯
は

忘
年
の
交
わ
り
で
弟
分
の
韓
天
衡
氏
に
書
画
の
秘
訣
な
ど
何
で

も
教
え
た
。
百
枚
に
も
の
ぼ
る
力
作
群
を
特
別
に
韓
天
衡
氏
に

贈
っ
た
。
韓
天
衡
氏
は
そ
れ
を
記
念
す
る
た
め
に
書
斎
名
を「
百

楽
斎
」
と
名
付
け
た
。
逆
に
韓
天
衡
氏
は
、
画
伯
の
山
水
画
や

書
作
に
合
う
遊
印
や
落
款
印
な
ど
を
制
作
し
、約
三
百
顆
を
贈
っ

た
。
画
伯
は
そ
れ
ら
を
生
涯
に
わ
た
っ
て
愛
用
し
た
。

　

一
九
七
三
年
に
上
海
中
国
画
院
院
長
の
人
物
画
大
家
・
程
十
髪

氏
（
一
九
二
一
─
二
〇
〇
七
）
に
出
会
い
、や
は
り
百
顆
以
上
の

印
を
贈
っ
た
。
同
年
、
書
家
・
徐
伯
清
氏
（
一
九
二
六
─
二
〇 

一
〇
）の
引
き
合
わ
せ
で
、美
大
教
授
の
応
野
平
画
伯（
一
九
一
〇

─
一
九
九
〇
）、
ま
た
、
上
海
師
範
大
学
美
術
学
部
部
長
の
人

物
画
家
・
劉
旦
宅
氏
（
一
九
三
一
─
二
〇
一
一
）、
浙
江
美
術
学
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院
（
現
在
の
中
国
美
術
学
院
）
教
授
・
周
昌
谷
画
伯
（
一
九
二
九

─
一
九
八
五
）
を
前
後
に
訪
問
し
、
そ
れ
ぞ
れ
百
顆
、
十
顆
、

二
十
顆
の
印
を
依
頼
さ
れ
、
刻
り
上
げ
た
。

　

そ
の
う
ち
周
昌
谷
画
伯
が
韓
天
衡
氏
の
草
篆
や
鳥
虫
篆
の
印

作
を
面
白
い
と
思
い
、
朱
関
田
氏
を
経
由
し
て
、
印
壇
の
大
御

所
、
後
に
西
泠
印
社
社
長
に
な
っ
た
沙さ

孟も
う

海か
い

先
生
（
一
九
〇
〇

─
一
九
九
〇
）
に
批
評
を
求
め
た
。
沙
翁
は
返
信
の
書
簡
に
お

い
て
、
韓
天
衡
氏
が
切
り
開
い
た
新
し
い
印
風
を
肯
定
的
に
高

く
評
価
し
た
。
そ
の
書
簡
を
読
ん
だ
周
昌
谷
画
伯
は
喜
び
、
直

ち
に
韓
天
衡
氏
に
送
っ
た
（
書
簡
は
韓
天
衡
美
術
館
に
所
蔵
）。

　

一
九
七
六
年
、
滬
浙
書
法
交
流
展
が
杭
州
で
開
催
（「
滬
」
は

上
海
、「
浙
」
は
浙
江
省
）。
沙
翁
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
全
体

的
に
は
特
に
変
わ
り
が
な
い
が
、
韓
天
衡
氏
の
草
篆
書
体
は
新

意
が
顕
著
で
あ
る
と
述
べ
た
。
そ
の
直
後
に
滬
浙
の
両
地
よ
り
、

韓
天
衡
氏
に
草
篆
書
作
を
求
め
る
声
が
絶
え
な
か
っ
た
。
面
識

も
な
い
沙
翁
の
強
い
押
し
で
、
韓
天
衡
氏
は
書
壇
や
印
壇
で
い

き
な
り
頭
角
を
あ
ら
わ
し
た
。
そ
こ
で
、
感
謝
の
気
持
ち
を
直

接
に
伝
え
た
く
、朱
関
田
氏
に
案
内
を
頼
み
、沙
翁
宅
を
訪
ね
た
。

沙
翁
も
初
め
て
韓
天
衡
氏
の
原
印
を
実
見
し
、「
君
の
印
風
は
全

く
斬
新
だ
」
と
評
価
し
、
続
い
て
朱
関
田
氏
の
前
で
「
天
衡
君

は
趙
之
謙
以
来
、
こ
の
よ
う
な
斬
新
な
印
風
を
切
り
開
い
た
唯

一
の
印
人
だ
」
と
述
べ
た
。
韓
天
衡
氏
は
こ
の
よ
う
な
高
い
評
価

を
重
鎮
の
沙
翁
に
言
わ
れ
て
、
嬉
し
く
て
体
が
震
え
た
と
い
う
。

　

し
か
し
、
韓
天
衡
氏
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
成
功
や
栄
光
に
溺

れ
ず
、
い
つ
も
新
天
地
を
追
求
し
続
け
た
こ
と
だ
。

　「
宮
廷
」
画
院
の
副
院
長
を
務
め
る

　

一
九
七
二
年
、
田
中
角
栄
首
相
が
訪
中
し
て
日
中
の
国
交
が

正
常
化
。
さ
ま
ざ
ま
な
訪
中
団
が
組
織
さ
れ
、
上
海
中
国
画
院

を
訪
れ
る
日
本
の
書
道
団
体
も
多
か
っ
た
。

　

文
革
に
よ
っ
て
蹂
躙
さ
れ
た
同
画
院
は
、
若
い
働
き
手
が
極

め
て
欠
乏
し
て
い
た
。
画
院
名
誉
院
長
の
王
个
簃
氏
や
院
長
代

理
・
唐
雲
氏
、
な
ら
び
に
上
海
博
物
館
の
謝
稚
柳
画
伯
の
推
薦

に
よ
り
、
韓
天
衡
氏
は
七
四
年
頃
か
ら
臨
時
職
員
と
し
て
訪
中

団
の
対
応
や
交
流
展
の
準
備
を
担
当
し
た
。
七
六
年
に
文
革
が

終
了
。
韓
天
衡
氏
は
七
八
年
に
長
期
契
約
職
員
と
な
り
、
八
〇

143×34×2　2016年

隷
書
《
七
言
聯
》

出
沒
浪
濤
三
萬
里

笑
譚
今
古
幾
千
年
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海
書
画
出
版
社
）、
論
文
《
印
学
の
空
白
を
補
填
す
る
著
書
、
方

去
疾
著
『
明
清
篆
刻
流
派
印
譜
』
を
読
む
》（
一
九
八
二
年
）、《
印

学
三
題
》（
一
九
八
三
年
、
武
漢
市
書
法
家
協
会
出
版
）、
さ
ら

に
《
五
百
年
印
章
側
款
芸
術
の
初
探
》《
明
代
流
派
印
章
初
考
》

《
九
百
年
印
譜
史
考
略
》
の
三
つ
の
大
作
を
発
表
し
、
印
学
史
上

で
前
人
未
踏
の
地
を
開
拓
し
た
。
ま
た
鳥
虫
篆
や
草
篆
な
ど
を

駆
使
し
た
斬
新
な
印
風
、
前
人
未
踏
の
印
学
理
論
、
そ
の
両
面

の
魅
力
に
よ
り
、
篆
刻
史
上
で
空
前
絶
後
と
も
い
う
べ
き
篆
刻

ブ
ー
ム
、
そ
し
て
韓
氏
印
風
を
真
似
る
風
潮
を
捲
き
起
こ
し
、

当
時
の
評
論
家
や
メ
デ
ィ
ア
は
そ
の
現
象
を
「
韓
流
滾
滾
」
と

評
し
た
。

　

一
九
八
四
年
末
、
画
院
の
ト
ッ
プ
の
世
代
交
代
に
よ
り
、
韓

天
衡
氏
は
副
院
長
と
な
っ
た
。
院
長
は
程
十
髪
氏
、
他
に
方
増

先
氏
（
一
九
三
一
─
）
と
張
桂
銘
氏
（
一
九
三
九
─
二
〇
一
四
）

が
副
院
長
─
─
こ
の
四
人
体
制
で
画
院
の
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
の

幕
が
開
い
た
。
韓
天
衡
氏
の
副
院
長
在
任
中
の
業
績
は
、
次
の

三
つ
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
一
に
、「
新
春
院
展
」
の
改
革
だ
。
従
来
は
、
各
自
が
年
間

に
創
作
し
た
作
品
よ
り
自
由
に
二
点
を
選
び
発
表
し
て
い
た
。

し
か
し
展
覧
会
終
了
後
に
は
作
品
を
画
院
へ
上
納
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
い
い
作
品
は
手
元
に
置
き
た
い
と
思
う
院
士
が
少
な

く
な
い
た
め
、傑
作
が
集
ま
ら
な
い
。
メ
デ
ィ
ア
や
市
民
の
「
新

春
院
展
」
に
対
す
る
評
価
は
厳
し
か
っ
た
。
韓
副
院
長
は
そ
れ

ら
の
意
見
を
集
約
し
、
上
納
慣
習
を
廃
止
す
る
大
胆
な
改
革
案

を
程
院
長
に
提
出
し
、
採
用
さ
れ
た
。「
人
心
を
得
る
者
は
天
下

を
得
る
」
と
言
う
が
、
韓
副
院
長
は
そ
の
人
望
に
よ
っ
て
画
院

業
務
を
上
手
く
運
営
し
、一
九
八
五
年
に
開
催
し
た「
新
春
院
展
」

に
は
想
像
以
上
に
力
作
が
揃
い
、
院
展
は
好
評
に
戻
っ
た
。

　

第
二
に
、
画
院
の
収
蔵
品
を
強
化
。
従
来
の
古
書
画
の
蒐
集

予
算
を
見
直
し
、
捻
出
し
た
予
算
を
有
効
に
活
用
。
当
時
は
今

年
に
正
式
に
市
文
化
局
長
が
辞
令
を
発
行
し
、
韓
天
衡
氏
は
正

式
に
プ
ロ
へ
の
転
身
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。
書
法
創
作

組
に
配
属
。
前
後
に
入
っ
た
周
慧
珺
氏
（
一
九
三
九
─
、
後

に
中
国
書
協
副
主
席
や
上
海
市
書
協
主
席
を
歴
任
）、
張
森
氏

（
一
九
四
二
─
、
後
に
上
海
書
協
副
主
席
兼
秘
書
長
や
市
美
学

学
会
副
会
長
を
歴
任
）、
童
晏
方
氏
（
一
九
四
六
─
、
西
泠
印

社
副
社
長
）
と
四
人
で
す
ぐ
に
画
院
の
中
堅
勢
力
を
形
成
し
、

文
革
後
の
復
興
に
大
い
に
貢
献
し
、
三
名
の
先
輩
─
─
葉
璐
淵

氏
（
一
九
〇
七
─
一
九
九
四
、
当
時
七
十
一
歳
）、
胡
問
遂
氏

（
一
九
一
八
─
一
九
九
九
、
当
時
六
十
二
歳
）、
翁
開
運
氏
（
生

年
不
詳
）
と
一
緒
に
研
究
や
創
作
活
動
を
行
っ
た
。

　

今
日
、「
画
院
」
や
「
書
画
院
」
と
名
の
つ
く
組
織
は
、
各
地

に
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
多
い
。
し
か
し
「
中
国
」
と
つ
く
北
京

中
国
画
院
と
上
海
中
国
画
院
は
最
も
歴
史
が
古
く
、
格
式
が
高

い
。
一
九
五
六
年
に
周
恩
来
首
相
が
戦
後
の
文
化
復
興
の
た
め

97×44　2017年

草
書
《
白
居
易
詩
句
》

好
著
丹
青
図
画
取　

題
詩
寄
与
水
曹
郎

の
具
体
策
と
し
て
、
北
京
・
上
海

の
両
地
へ
の
「
中
国
画
院
建
設
案
」

を
国
務
院
会
議
で
通
過
さ
せ
、
四
年

の
準
備
期
間
を
経
て
一
九
六
〇
年

に
設
立
さ
れ
た
の
が
北
京
と
上
海

の
国
立
画
院
─
─
昔
で
い
え
ば
「
宮

廷
」
画
院
な
の
で
あ
る
。

　

韓
天
衡
氏
は
一
九
八
〇
年
に 

四
十
歳
で
画
院
へ
転
入
し
、
二
〇 

〇
〇
年
に
六
十
歳
で
画
院
を
退
職

し
た
。
画
院
で
活
動
し
た
前
半
は
、

篆
刻
家
・
書
法
家
と
し
て
創
作
及

び
研
究
に
邁
進
し
た
。
中
国
の
印

学
や
篆
刻
史
の
研
究
が
遅
れ
て
い

る
現
状
を
改
善
す
る
強
い
意
欲
で

取
り
組
み
、
成
果
と
し
て
著
書
《
中

国
篆
刻
芸
術
》（
一
九
七
九
年
、
上
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ほ
ど
書
画
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
が
盛
ん
で
は
な
く
、
文
化
復
興
の

時
代
の
到
来
前
夜
だ
っ
た
の
で
、
値
段
が
安
か
っ
た
。
韓
副
院

長
は
親
交
の
あ
る
当
代
最
高
峰
の
画
家
・
書
家
に
協
力
を
依
頼

し
、
比
較
的
低
価
格
で
劉
海
粟
、
謝
稚
柳
、
陸
儼
少
、
朱
屺
瞻

ら
大
御
所
の
傑
作
を
画
院
に
数
多
く
収
蔵
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
日
で
は
画
院
の
大
き
な
財
産
と
な
っ
て
い
る
。
韓
副
院
長
は

先
見
の
明
が
あ
り
、
卓
越
し
た
経
営
手
腕
が
絶
賛
さ
れ
た
。

　

第
三
に
、
記
録
映
画
を
制
作
。
韓
副
院
長
が
脚
本
を
執
筆
し
、

映
画
会
社
と
提
携
で
三
作
を
手
掛
け
た
。
そ
の
一
は
、
院
内
高

齢
に
な
る
書
画
巨
匠
の
人
生
経
験
や
創
作
場
面
を
記
録
し
た《
画

苑
掇
英
─
─
書
画
名
家
シ
リ
ー
ズ
》。
そ
の
二
は
、
中
国
書
法
史

や
国
内
名
家
の
沙
孟
海
、
林
散
之
、
啓
功
な
ど
を
紹
介
す
る
《
書

法
芸
術
》。
そ
の
三
は
、《
中
国
篆
刻
芸
術
》
で
あ
る
。
日
本
で

い
え
ば
人
間
国
宝
の
よ
う
な
巨
匠
の
姿
を
記
録
し
た
映
画
な
の

で
、
今
で
は
極
め
て
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
韓
副
院
長

に
し
か
な
し
え
な
か
っ
た
業
務
実
績
は
他
に
も
い
く
つ
か
あ
る

が
、
話
を
書
画
に
戻
そ
う
。

　

上
海
中
国
画
院
副
院
長
に
昇
進
し
た
一
九
八
四
年
以
降
、
韓

天
衡
氏
は
本
業
の
書
画
印
の
中
で
、
特
に
画
業
に
重
心
を
移
し

た
。
き
っ
か
け
は
華
僑
飯
店
で
の
出
来
事
だ
っ
た
。
一
九
八
五

年
の
春
節
の
頃
、
画
院
が
主
催
し
た
「
香
港
書
画
家
収
蔵
家
代

表
団
」
の
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
華
僑
飯
店
で
行
っ
た
。
あ
る

香
港
収
蔵
家
が
そ
の
席
上
で
発
し
た
一
言
が
韓
天
衡
氏
の
プ
ラ

イ
ド
を
傷
つ
け
た
の
で
あ
る
。「
韓
副
院
長
は
印
や
書
は
素
晴
ら

し
い
が
、
画
は
下
手
だ
ね
」
と
悔
し
く
も
言
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

ほ
ど
な
く
し
て
韓
天
衡
氏
は
悟
り
、
画
院
の
副
院
長
で
あ
る
以

上
、
画
に
も
力
を
注
ぐ
と
決
心
し
た
。
ち
ょ
う
ど
四
十
五
歳
の

時
の
こ
と
で
あ
る
。
謝
稚
柳
、
陸
儼
少
、
程
十
髪
ら
の
画
伯
宅

に
頻
繁
に
足
を
運
び
、
試
作
を
持
ち
込
ん
で
、
た
く
さ
ん
の
貴

重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
書
き
直
し
た
も
の
を
再
び
持

参
し
た
。
韓
天
衡
氏
は
天
才
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、
す

ぐ
さ
ま
自
分
の
画
風
を
見
つ
け
、
絵
画
史
の
上
に
自
分
の
立
ち

87×51　1995年

《
月
夜
蘆
鴨
図
》

位
置
を
定
め
た
。
宋
元
絵
画
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
篆
書
や
草

書
の
筆
遣
い
を
巧
妙
に
組
み
込
み
、
筆
と
墨
の
表
現
力
を
豊
か

に
発
揮
し
た
の
が
韓
天
衡
氏
の
画
風
の
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
後

の
院
展
に
出
品
し
た
《
松
鳥
図
》
は
古
今
に
例
を
見
な
い
松
や

鳥
の
描
き
方
で
、
書
画
界
は
も
ち
ろ
ん
メ
デ
ィ
ア
も
驚
か
せ
た
。

韓
天
衡
氏
の
画
は
突
然
、
鮮
明
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
ち
始
め
、

巨
匠
の
レ
ベ
ル
に
並
ん
だ
の
だ
。
見
事
な
画
風
の
誕
生
だ
っ
た
。

　

二
〇
〇
〇
年
、
六
十
歳
で
画
院
を
円
満
に
退
職
。
こ
れ
ま
で

院
長
や
副
院
長
が
退
職
す
る
先
例
は
な
く
、
た
い
て
い
は
名
誉

職
と
し
て
残
る
。
韓
天
衡
氏
は
、
も
っ
と
自
分
の
時
間
を
作
り

た
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　
韓
天
衡
美
術
館
の
建
設

　

中
国
は
鄧
小
平
氏
の
改
革
開
放
の
路
線
に
よ
り
、
驚
く
ほ
ど

の
速
さ
で
発
展
を
成
し
遂
げ
た
。
好
景
気
を
背
景
に
美
術
品
蒐

集
の
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
会
社
も
誕
生
し
た
。

公
立
や
私
立
の
美
術
館
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
も
到
来
し
た
。
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
会
社
の
出
品
依
頼
や
新
興
財
閥
の
購
入
希
望
の
打
診

に
対
し
て
、
韓
天
衡
氏
は
い
つ
も
冗
談
半
分
で
「
女
房
と
収
蔵

品
の
取
引
は
し
な
い
」
と
謝
絶
す
る
。
だ
が
、
あ
る
役
所
が
韓

天
衡
氏
に
目
を
つ
け
た
。

　

二
〇
一
〇
年
、
北
京
市
は
東
部
通
州
区
に
新
都
心
「
通
州
新

城
」
の
建
設
を
推
進
し
た
。
市
役
所
の
移
転
を
目
玉
と
し
、
各

種
行
政
機
構
や
文
化
商
業
施
設
を
含
む
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ

（
二
〇
一
九
年
の
春
に
市
役
所
の
完
全
な
移
転
が
完
了
し
た
）。

　

二
〇
一
一
年
に
は
新
都
心
に
区
立
美
術
館
を
建
設
し
た
く
、

通
州
区
役
所
の
建
設
準
備
室
の
担
当
が
全
国
視
野
で
調
査
し
た

結
果
、
印
章
を
中
心
に
書
画
も
か
な
り
の
高
額
で
大
手
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
会
社
で
落
札
さ
れ
る
、
書
画
界
で
随
一
の
収
蔵
家
・
韓

天
衡
氏
に
注
目
し
た
。
書
記
や
区
長
が
提
出
し
た
購
入
案
と
、

韓
天
衡
氏
の
名
前
を
冠
す
る
美
術
館
の
建
設
案
に
対
し
て
、
韓

天
衡
氏
は
全
作
品
を
寄
贈
す
る
と
回
答
。
書
記
や
区
長
は
想
定

外
の
対
応
に
対
し
て
言
葉
を
失
う
ほ
ど
の
感
動
を
受
け
た
。
交

渉
は
想
像
以
上
に
順
調
だ
っ
た
。
し
か
し
契
約
の
直
前
に
予
想

中国当代10.indd   96 2019/08/09   14:54



97

中国当代書家二十人　第10回 韓天衡

外
の
出
来
事
が
起
き
た
。
情
報
が
な
ぜ
漏
れ
た
の
は
不
明
だ
が
、

契
約
の
寸
前
に
上
海
市
市
役
所
が
乗
り
出
し
た
。
韓
天
衡
氏
に

対
し
て
人
も
物
も
他よ

所そ

に
は
行
か
せ
な
い
と
ス
ト
ッ
プ
が
か
け

ら
れ
た
。
市
共
産
党
委
員
会
ト
ッ
プ
の
兪
正
生
氏
や
韓
正
市
長

ら
が
事
情
を
直
接
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、
美
術
館
は
上
海
市
内
に
作

る
よ
う
に
と
指
示
し
た
。
市
役
所
の
文
化
局
の
担
当
が
来
宅
し
、

浦
東
区
、
閔
行
区
、
嘉
定
区
な
ど
の
候
補
地
を
提
示
し
た
。

　

韓
天
衡
氏
が
嘉
定
区
を
選
ん
だ
理
由
は
、
第
一
に
同
区
が
上

海
で
も
有
数
の
文
教
地
区
で
あ
り
、
科
学
技
術
地
区
で
あ
る
こ

と
だ
。
第
二
に
町
の
歴
史
が
悠
久
で
あ
る
。
区
内
は
明
・
嘉
靖

年
間
に
建
設
さ
れ
た
上
海
五
大
庭
園
の
一
つ
「
古
漪
園
」
や
、

南
宋
・
嘉
定
十
二
年
に
で
き
た
国
の
重
点
文
化
財
「
嘉
定
孔

廟
」（
孔
子
廟
）
も
あ
る
。
そ
し
て
区
内
は
恩
師
の
一
人
で
あ
る

陸
儼
少
画
伯
の
故
郷
で
あ
り
、
そ
の
記
念
館
も
あ
っ
た
。
人
口

一
五
八
万
を
有
す
る
区
役
所
が
四
千
万
元
（
約
六
億
円
）
を
組

み
、
二
年
間
を
か
け
て
モ
ダ
ン
な
上
海
市
嘉
定
区
立
「
韓
天
衡

美
術
館
」
が
二
〇
一
三
年
夏
に
竣
工
、
十
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

展
示
ス
ペ
ー
ス
の
床
面
積
は
一
万
一
千
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
ま
り
。

外
観
は
書
画
の
源
「
墨
」
で
包
む
イ
メ
ー
ジ
の
ブ
ラ
ッ
ク
カ
ラ
ー

を
ベ
ー
ス
に
し
た
巨
大
な
城
だ
。
元
々
は
七
十
年
間
の
歴
史
を

持
つ
「
飛
聯
紡
績
工
場
」
の
跡
地
を
再
開
発
し
た
の
だ
っ
た
。

　

美
術
館
の
入
口
右
手
の
天
然
石
に
は
、
二
〇
一
三
年
に
江
沢

民
元
国
家
主
席
が
題
字
し
た
「
韓
天
衡
美
術
館
」
の
行
書
文
字

が
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
こ
の
個
人
名
の
美
術
館
の
格
式
を

物
語
っ
て
い
る
。
江
元
主
席
が
揮
毫
し
た
題
字
は
、
全
国
で
三

人
の
個
人
名
の
美
術
館
の
み
。
上
海
の
劉
海
粟
氏
と
韓
天
衡
氏

の
二
人
、
そ
し
て
香
港
の
手
前
に
あ
る
新
興
都
市
・
深
圳
市
の

関
山
月
氏
の
三
人
だ
っ
た
。
江
氏
が
上
海
市
長
だ
っ
た
時
代
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
付
き
合
い
が
あ
っ
た
韓
天
衡
氏
だ
が
、
し
か
し

今
回
の
題
字
は
上
海
市
共
産
党
委
員
会
が
正
式
な
依
頼
公
文
書

を
中
央
委
員
会
弁
公
庁
（
党
本
部
事
務
局
）
へ
送
り
、
党
の
許

可
を
経
て
書
い
て
い
た
だ
い
た
そ
う
だ
。
正
規
ル
ー
ト
だ
っ
た
。

　

韓
天
衡
美
術
館
は
、
一
階
は
韓
天
衡
氏
の
作
品
展
示
室
で
、

書
画
及
び
篆
刻
の
原
印
を
年
代
順
で
陳
列
。
二
階
は
、
寄
贈
品

の
古
書
画
の
陳
列
。
董と

う

其き

昌し
ょ
うの
巻
子
（
蘭
亭
序
）
や
張
ち
ょ
う

瑞ず
い

図と

、

黄こ
う

道ど
う

周し
ゅ
う、
倪げ
い

元げ
ん

璐ろ

の
名
品
が
目
玉
だ
。
三
階
は
、
文
房
四
宝
な

ど
の
文
物
が
常
設
。
そ
こ
で
特
に
三
国
時
代
の
魏
国
造
「
関
中

侯
印
」
亀
鈕
金
印
は
、
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
に
照
ら
さ
れ
て
眩
し

い
ほ
ど
に
輝
い
て
い
る
。
金
印
で
は
、
日
本
の
国
宝
「
漢
倭
奴

国
王
」
蛇
鈕
金
印
（
約
一
〇
八
・
七
グ
ラ
ム
）
が
有
名
で
あ
る
。

そ
し
て
、
同
様
の
蛇
鈕
を
持
つ
雲
南
省
出
土
の
「
滇
王
之
印
」

金
印
（
九
〇
グ
ラ
ム
）
や
、
江
蘇
省
の
「
広
陵
王
璽
」
亀
鈕
金

印
（
一
二
二
・
八
七
グ
ラ
ム
）
な
ど
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、

韓
天
衡
美
術
館
所
蔵
の「
関
中
侯
印
」金
印
は
一
三
八
グ
ラ
ム
で
、

ど
れ
よ
り
も
重
い
。
北
京
や
台
北
の
故
宮
博
物
院
す
ら
所
蔵
し

て
な
い
漢
魏
時
代
の
金
印
の
極
上
品
が
、
い
つ
で
も
見
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

一
階
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
展
の
展
示
、
そ
し
て
一
般
市
民

も
利
用
で
き
る
一
五
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
や
多
目
的
ホ
ー
ル
も
備
え
て
い
る
。
美
術
館
オ
ー
プ
ン
の
式

韓
天
衡
美
術
館
の
入
口
の
天
然
石
（
江
沢
民
元
国
家
主
席
が
揮
毫
）

亀
鈕
金
印
「
関
中
侯
印
」（
韓
天
衡
美
術
館
蔵
）韓天衡美術館に来訪したアリババ・グループの会長・馬雲氏（右）と

典
に
合
わ
せ
て
、「
百
楽
雅
集
─
─
第
九
回
韓
天
衡
師
生
書
画
印

展
」
の
開
幕
式
も
行
わ
れ
た
。
以
来
、
地
下
鉄
一
一
号
線
で
市

内
と
結
ば
れ
て
い
る
同
美
術
館
に
足
を
運
ぶ
書
画
関
係
者
は
、

年
々
増
え
続
け
て
い
る
。
開
館
以
来
、
独
自
の
企
画
で
さ
ま
ざ

ま
な
企
画
展
を
開
催
。
二
〇
一
四
年
に
沈じ

ん

香こ
う

や
香こ
う

具ぐ

を
テ
ー
マ

に
《
澄
懐
観
道　

文
人
香
事
文
物
展
》、
二
〇
一
五
年
に
古
代
兵

器
を
テ
ー
マ
に
《
紫
電
安
邦　

中
国
歴
代
武
備
展
》、
二
〇
一
六

年
に
古
今
名
人
の
書
斎
用
品
を
テ
ー
マ
に
《
大
匠
妙
諦　

古
今

文
房
雅
具
大
展
》、
二
〇
一
七
年
に
文
房
四
宝
お
よ
び
文
房
用
書

画
を
テ
ー
マ
に
《
歴
代
文
房
芸
術
展
》。
昨
年
は
、
硯
の
名
品
を
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き
、
す
で
に
上
海
で
最
も
人
気
が
高
い
活
気
が
溢
れ
る
美
術
館

と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
。

　
韓
天
衡
文
化
芸
術
基
金
会
を
創
設

　

韓
天
衡
氏
は
、
生
涯
を
か
け
て
蒐
集
し
た
書
画
な
ど
の
名
品
、

一
一
三
六
点
を
嘉
定
区
に
寄
贈
。
区
役
所
よ
り
二
千
万
元
（
約

三
億
）
の
奨
励
金
が
交
付
さ
れ
た
（
韓
天
衡
氏
は
上
海
で
最
高

の
寄
贈
数
を
刷
新
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
劉
海
粟
画
伯
が
最
多
で

八
百
点
だ
っ
た
）。
韓
天
衡
氏
は
、
韓
夫
人
・
応
麗
華
女
史
と
相

談
し
た
末
、
個
人
の
収
入
に
せ
ず
、
文
化
芸
術
基
金
会
を
創
設

し
て
、
晩
年
に
青
少
年
の
育
成
な
ど
の
公
益
事
業
を
す
る
こ
と

に
し
た
。
自
ら
理
事
長
に
就
任
、
副
理
事
長
は
大
手
酒
造
会
社
・

国
美
酒
業
社
長
の
武
玉
傑
氏
が
兼
任
。
顧
問
に
人
民
解
放
軍
前

副
参
謀
総
長
・
熊
光
楷
上
将
や
前
浙
江
省
長（
知
事
）・
万
学
遠
氏
、

そ
し
て
中
国
作
家
協
会
共
産
党
委
員
会
書
記
長
・
金
炳
華
氏
と
、

盤
石
の
組
織
だ
。

　

こ
の
五
年
間
の
間
に
三
十
二
件
の
非
営
利
事
業
を
開
催
し
、

約
千
万
元
（
一
億
五
千
万
円
）
の
経
費
を
協
賛
し
た
。
そ
の
う

ち
上
海
市
書
法
家
協
会
青
少
年
委
員
会
、《
小
主
人
報
》（
新
聞
社
）

と
共
催
し
た
「
晒
宝
杯
・
青
少
年
書
法
コ
ン
ク
ー
ル
」、
ま
た
上

海
大
手
新
聞
《
新
民
晩
報
》
社
な
ど
と
共
催
し
た
「
海
納
百
川
・

国
際
書
法
篆
刻
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
人
気
の
催
事
だ
。
優
秀
賞
の

副
賞
は
西
泠
印
社
社
員
の
原
印
一
顆
、
一
等
賞
の
副
賞
は
西
泠

印
社
理
事
以
上
の
方
の
原
印
一
顆
、
そ
し
て
最
も
魅
力
的
な
副

賞
は
韓
天
衡
氏
本
人
作
の
原
印
で
あ
る
。
時
価
数
十
万
元
（
数

百
万
円
）
の
宝
印
は
特
別
賞
の
受
賞
者
に
対
し
て
贈
賞
さ
れ
る
。

各
種
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
関
西
を
中
心
と
す
る
日
本
か
ら
の
出
品

数
は
、
昨
年
の
実
績
で
千
点
を
超
え
た
そ
う
だ
。

　
師
弟
巡
回
展
「
百
楽
雅
集
」

　

三
百
人
の
大
台
を
超
え
る
立
派
な
弟
子
を
持
つ
書
画
家
・
篆

刻
家
は
、
上
海
で
は
韓
天
衡
氏
を
お
い
て
他
に
い
な
い
。

　

中
国
書
協
副
主
席
・
王
丹
氏
を
は
じ
め
と
す
る
弟
子
は
、
上

海
書
協
副
主
席
・
張
偉
生
氏
、
徐
慶
華
氏
、
張
索
氏
の
よ
う
に

各
地
の
書
協
や
地
方
画
院
印
社
の
役
員
が
多
く
、
そ
し
て
「
天

下
第
一
社
」
の
西
泠
印
社
で
は
、
副
秘
書
長
・
孫
慰
祖
氏
を
は

じ
め
、
理
事
や
社
員
を
合
わ
せ
て
三
十
名
に
も
達
す
る
人
々
は
、

日
本
人
の
名
誉
理
事
や
名
誉
社
員
数
と
変
わ
ら
な
い
ほ
ど
の
重

み
が
あ
る
。
日
本
在
住
の
華
人
書
法
家
協
会
長
・
晋
鷗
氏
や
華

人
印
社
社
長
・
鄒
濤
氏
ら
も
門
下
生
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
四
年
か
ら
ほ
ぼ
毎
年
、一
門
の
さ
ら
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
目
指
し
、
と
同
時
に
、
外
部
と
の
交
流
を
目
的
と
し
た
「
百

楽
雅
集
」
と
い
う
集
い
を
各
地
で
開
催
。
展
覧
会
、
講
演
会
、

揮
毫
会
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。韓
天
衡
氏
は
二
つ
の
原
則
を
持
っ

て
運
営
し
て
き
た
。
一
つ
、
出
品
料
を
徴
収
し
な
い
こ
と
。
会

場
の
費
用
、
作
品
の
表
装
料
、
そ
し
て
豪
華
な
作
品
集
の
制
作

費
用
な
ど
の
全
額
は
、
師
匠
・
韓
天
衡
氏
個
人
や
韓
天
衡
文
化

芸
術
基
金
会
が
負
担
し
て
い
る
。
二
つ
目
は
審
査
制
度
を
設
け
、

入
選
ラ
イ
ン
を
六
割
か
ら
七
割
程
度
に
設
定
し
、
弟
子
た
ち
に

競
争
さ
せ
る
。
二
〇
〇
四
年
に
上
海
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
、
蘇
州

図
書
館
、
浙
江
省
青
田
博
物
館
、
山
東
省
棗
荘
博
物
館
、
四
川

省
杜
甫
草
堂
博
物
館
、
福
建
省
福
州
陶
斎
芸
術
会
館
、
無
錫
博

物
館
、
山
東
省
博
物
館
、
寧
波
博
物
館
と
開
催
地
を
変
え
、
そ

し
て
昨
年
の
第
十
三
回
の
「
百
楽
雅
集
」
は
再
び
上
海
に
戻
り
、

韓
天
衡
美
術
館
で
開
催
し
た
。
各
地
で
開
催
す
る
度
に
韓
流
の

旋
風
が
巻
き
上
が
る
。
規
模
や
レ
ベ
ル
が
中
国
で
一
番
の
「
社

中
展
」
と
私
は
認
識
し
て
い
る
。

　
益
々
輝
く
海
派
の
座
主

　

近
年
、
韓
天
衡
氏
は
上
海
市
よ
り
「
上
海
市
文
学
芸
術
賞
」

や
「
上
海
市
文
学
芸
術
家
賞
」
を
受
賞
。
書
画
関
係
の
メ
デ
ィ

ア
が
ア
ン
ケ
ー
ト
で
選
出
す
る
影
響
力
が
最
も
大
き
い
「
中
国

書
法
十
人
」
や
「
最
も
尊
敬
す
る
篆
刻
家
」、
そ
し
て
中
国
書
法

最
高
賞
「
蘭
亭
芸
術
賞
」
に
も
選
ば
れ
た
。
ま
た
市
文
化
行
政

集
め
た
《
歴
代
硯
文
化
展
》
を
主
催
。
こ
れ
ま
で
に
主
催
・
共

催
し
た
書
画
展
や
工
芸
品
展
な
ど
は
、
五
十
件
に
も
の
ぼ
る
。

中
で
も
二
〇
一
四
年
に
上
海
呉
昌
碩
芸
術
研
究
協
会
と
共
同
主

催
し
た
《
呉
昌
碩
生
誕
一
七
〇
周
年
記
念
書
画
展
》
に
は
、
同

協
会
の
名
誉
理
事
を
務
め
る
複
数
の
日
本
人
書
家
の
出
品
も

あ
っ
た
。
随
風
会
展
（
二
〇
一
四
年
、
山
下
方
亭
会
長
）、
白
圭

社
展
（
二
〇
一
八
年
、
丹
羽
常
見
会
長
）
な
ど
の
日
本
の
書
道

や
篆
刻
の
団
体
も
、
国
際
交
流
と
し
て
こ
の
美
術
館
を
利
用
し

て
い
る
。
現
在
は
お
よ
そ
三
千
万
元
の
運
営
費
を
区
の
財
政
よ

り
支
給
さ
れ
、
美
術
館
総
監
督
を
務
め
る
韓
氏
長
男
の
回
之
氏

を
は
じ
め
、
約
三
十
名
の
学
芸
員
や
嘱
託
職
員
が
献
身
的
に
働

35.5×5.5×8　2015年

篆
書
《
良
師
授
業
》

良
師
授
業　

去
愚
解
惑　

啓
新
智
成　

壮
志
賢
者　

傳
道
考

古　

論
今
通
旧　

徳
得
大
観
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よ
り
「
上
海
市
無
形
文
化
財
・
海
派
書
法
の
伝
承
者
」
と
し
て

認
定
証
が
交
付
さ
れ
た
。

　

二
〇
一
五
年
、
上
海
市
共
産
党
委
員
会
宣
伝
部
や
市
文
聯
な

ど
が
主
催
し
、
韓
天
衡
美
術
館
や
韓
天
衡
文
化
芸
術
基
金
会
が

共
催
し
た
「
韓
天
衡
書
歴
七
〇
年
記
念
展
」
が
浙
江
省
美
術
館

で
開
催
さ
れ
た
。
二
十
歳
か
ら
現
在
に
至
る
各
時
代
の
書
画
印

の
代
表
作
お
よ
び
文
房
具
、
三
百
点
を
展
示
。
現
在
ま
で
の

百
四
十
冊
あ
ま
り
の
著
書
や
作
品
集
も
同
時
に
展
示
さ
れ
た
。

同
年
、
武
漢
の
湖
北
省
美
術
館
や
上
海
中
国
画
院
、
韓
天
衡
美

術
館
に
も
巡
回
。
そ
し
て
二
〇
一
六
年
に
澳
門
芸
術
博
物
館
と

雲
南
省
博
物
館
、
二
〇
一
七
年
に
山
東
省
博
物
館
と
寧
波
市
博

物
館
、
二
〇
一
八
年
に
深
圳
当
代
芸
術
館
で
も
開
催
さ
れ
た
。

巨
大
作
「
濤
声
」
の
運
搬
だ
け
は
想
像
も
つ
か
な
い
ほ
ど
の
大

変
な
作
業
の
苦
労
を
伴
っ
た
が
、
上
海
市
共
産
党
委
員
会
宣
伝

部
や
市
文
聯
な
ど
の
主
催
で
、
各
地
の
役
所
も
同
格
以
上
の
働

き
を
し
、
会
場
の
調
整
や
メ
デ
ィ
ア
の
対
応
は
万
全
だ
っ
た
。

　

今
年
で
八
十
歳
に
な
っ
た
。
書
画
印
お
よ
び
美
術
品
の
蒐
集

な
ど
は
、緩
め
る
こ
と
な
く
続
け
て
い
る
。
海
派
の
書
壇
・
印
壇
・

画
壇
の
新
し
い
座
主
・
韓
天
衡
氏
は
、
益ま

す

々ま
す

輝
き
を
増
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

主
な
著
書
お
よ
び
作
品
集
は
、《
中
国
印
学
年
表
》（
一
九
八
七

年
、
上
海
書
画
出
版
社
）、《
古
代
瓦
当
文
編
》（
一
九
九
六
年
、

世
界
図
書
出
版
社
）、《
新
編
・
中
国
書
法
技
法
篆
刻
技
法
と
創

作
》（
一
九
九
九
年
、
中
国
広
播
音
像
出
版
社
）、《
中
国
篆
刻
大

辞
典
》（
二
〇
〇
三
年
、
上
海
辞
書
出
版
社
）、《
中
国
篆
刻
流
派

創
新
史
》（
二
〇
一
一
年
、上
海
書
画
出
版
社
）、《
豆
廬
芸
術
文
踪
》

（
二
〇
一
三
年
、
上
海
書
画
出
版
社
）、《
天
衡
五
芸
》（
二
〇
一
八

年
、
上
海
書
画
出
版
社
）、
そ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
集
を
合
わ

せ
る
と
百
四
十
冊
を
超
え
た
。
海
派
の
書
壇
・
印
壇
・
画
壇
で
、

右
に
出
る
者
は
い
な
い
。
二
〇
一
七
年
に
は
、
米
国
プ
リ
ン
ス

ト
ン
大
学
が
大
型
画
集
《
中
国
当
代
絵
画
大
師　

韓
天
衡
》
も

刊
行
し
て
い
る
（M
aster O

f M
odern Chinese Paintings - 

H
an T

ianheng, Princeton A
rt Gallery Press, 2017.

）。

　

上
記
の
よ
う
な
書
画
印
に
関
す
る
華
や
か
な
実
績
や
文
化
芸

術
の
発
展
に
対
す
る
貢
献
に
お
い
て
、
他
に
比
較
で
き
る
よ
う

な
海
派
の
大
物
は
い
な
い
。韓
天
衡
氏
は
文
字
通
り
、皆
に
尊
敬
・

崇
拝
さ
れ
る
海
派
の
新
し
い
「
座
主
」
な
の
で
あ
る
。

　
対
日
交
流

　

知
日
派
で
も
あ
る
韓
天
衡
氏
は
、
八
〇
年
代
よ
り
日
本
の
書

壇
・
印
壇
と
交
流
し
、
訪
日
回
数
も
多
い
。
長
女
（
因
之
）
や

長
男
（
回
之
）
を
日
本
に
留
学
を
さ
せ
、
日
本
に
対
し
て
特
別

な
理
解
が
あ
る
韓
氏
一
家
で
あ
る
。
主
な
対
日
交
流
と
し
て
、

ま
ず
一
九
九
二
年
に
静
岡
県
な
ら
び
に
群
馬
県
で
「
韓
天
衡
書

画
篆
刻
展
」
を
開
催
し
た
。
群
馬
県
前
橋
市
で
の
開
催
は
、
微

力
な
が
ら
私
が
力
を
尽
く
し
、
上
毛
新
聞
社
の
佐
鳥
社
長
の
応

援
も
受
け
、
事
前
の
宣
伝
広
告
が
効
果
的
で
、
開
幕
の
当
日
に

は
県
民
会
館
の
大
展
示
ホ
ー
ル
を
観
客
が
埋
め
尽
く
し
た
。
中

曽
根
康
弘
氏
か
ら
も
祝
電
が
届
い
た
。
韓
天
衡
氏
夫
妻
は
展
覧

会
が
終
了
す
る
ま
で
数
日
間
、
狭
い
拙
宅
に
宿
泊
し
た
。
付
き

合
い
の
歴
史
は
長
い
の
で
あ
る
。

郭
同
慶 

か
く
・
ど
う
け
い

書
家
、
日
本
名
山
田
慶
太

郎
。
一
九
五
七
年
、
上
海

生
ま
れ
。
一
九
八
七
年
に

来
日
。
王
蘧
常
、
銭
君
匋
、

方
世
聰
、
蕭
海
春
に
師
事
。

二
〇
一
四
年
度
に
上
海
（
朶

雲
軒
）、
東
京
、
京
都
、
前

橋
で
個
展
を
開
催
。
上
海
書

画
出
版
社
で
作
品
集
《
墨
海

一
粟
》
を
出
版
。
翰
墨
書
道
会
長
、
東
京
藝
術
院
名
誉
院
長
、
東
京
海
派
書
画

院
長
、
全
日
本
華
人
書
法
家
協
会
副
主
席
兼
秘
書
長
、
日
本
王
蘧
常
先
生
顕

彰
会
会
長
、
豊
道
春
海
顕
彰
会
顧
問
、
日
中
友
好
協
会
参
与
、
群
馬
県
日
中

友
好
協
会
理
事
、
上
海
中
国
書
法
院
名
誉
院
士
、
上
海
呉
昌
碩
藝
術
研
究
協

会
理
事
、
上
海
復
旦
大
学
王
蘧
常
研
究
会
常
務
理
事
な
ど
を
兼
ね
る

1992年に開催された「韓天衡書画篆刻展」の群馬県前橋市の
会場にて、韓天衡氏（中央）と郭同慶氏（右）。左は現在、群馬
篆刻協会会長を務める飯島俊城氏

　

一
九
九
九
年
、
韓
天
衡
氏
は
中
国
書
法
家
代
表
団
に
参
加
し
、

「
中
国
書
法
展
」の
開
会
式
に
出
席
。
二
〇
〇
二
年
、静
岡
、沖
縄
、

大
阪
、
京
都
及
び
東
京
な
ど
で
講
演
会
を
行
い
な
が
ら
各
地
を

観
光
。
二
〇
〇
五
年
、
中
国
書
法
家
代
表
団
に
参
加
し
、
愛
知

万
博
の「
国
際
書
道
展
」の
セ
レ
モ
ニ
ー
に
出
席
。
二
〇
一
五
年
、

北
陸（
富
山
県
）の
青
柳
志
郎
氏
と
二
人
展
を
開
催
。
青
山
杉
雨
、

村
上
三
島
、
梅
舒
適
、
今
井
凌
雪
な
ど
の
大
家
た
ち
と
の
交
流

は
も
ち
ろ
ん
、
今
で
も
日
本
の
書
壇
・
印
壇
の
方
々
と
幅
広
く

親
交
し
て
い
る
。

　

余
談
だ
が
、
二
〇
一
三
年
に
北
京
保
利
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
韓

天
衡
氏
が
米
国
籍
の
華
僑
の
た
め
に
制
作
し
た
「
知
足
常
楽
」

印
（
印
材
は
田
黄
石
）
が
四
〇
二
・
五
万
元
（
約
六
千
万
円
）
で

落
札
さ
れ
、
当
代
の
篆
刻
家
の
最
高
値
を
記
録
。
今
年
に
入
っ

て
も
景
気
に
左
右
さ
れ
ず
、
上
海
・
北
京
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
各

社
で
韓
天
衡
氏
の
印
作
は
数
十
万
元
の
高
額
で
落
札
さ
れ
て
い

る
。
呉
昌
碩
、
斉
白
石
と
同
様
、
韓
天
衡
氏
の
書
画
印
は
日
本

に
も
多
い
。
今
後
も
価
値
が
上
が
り
続
け
る
だ
ろ
う
。

　

取
材
の
終
わ
り
に
、
今
年
の
夏
は
浙
江
省
寧
波
市
美
術
館
で
、

ま
た
秋
は
北
京
の
国
家
博
物
館
で
、
多
数
の
新
作
を
含
ん
だ
個

展
が
開
催
さ
れ
る
と
伺
っ
た
。
氏
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍

を
祈
念
す
る
。
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